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異年齢保育の実態把握と今後の展望について
島 田 知 和

Research and future prospects on the multi aged child care

Tomokazu SHIMADA

【要 旨】
本研究では、異年齢保育の実態把握と先行研究より得られた異年齢保育の教育的意義に

ついて検証することを目的として、大分県内における保育所、幼稚園、認定こども園へ質
問紙調査を行った。研究協力園の８３％が異年齢保育を実施しており、また始めた要因とし
て「異年齢保育に教育的な意義を感じたため」という回答が多く、今日の異年齢保育への
関心の高さが示唆された。本研究では異年齢保育によって育つものとして、「年齢の差を
生かした育ち」と「年齢の枠を越えた育ち」を仮説として、質問紙調査より得られた回答
をもとに分析を行った。その結果、今日の乳幼児教育では年齢別保育が前提となっている
傾向にあり、各年齢の発達を保障した上で、そこへ異年齢間による子ども同士の関わりで
育まれやすい「年齢の差を生かした育ち」の「思いやり」や「憧れ」などを期待している
ことが示唆された。今後の展望として、本研究では支持されなかった「年齢の枠を越えた
育ち」等が異年齢保育によって育まれるのか、子どもの観察記録や保育者へのインタ
ビューを通して質的に検討していく必要性が示唆された。
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Ⅰ．問題と目的

近年、子どもの出生数は減少傾向にあり、厚
生労働省人口動態統計によると、２０１９年の子ど
もの出生推計数は８６万４０００人となり、２０１６年以
降、４年連続で１００万人を割り込んでいる。子
どもの出生数の減少から、きょうだいがいない
子どもの増加、地域の子ども同士の関わりの希
薄化などが問題視されており、こうした問題を

解消すべく、幼稚園や保育所、認定こども園等
（以下、園）において、自分とは異なる多様な
他者との関わりが求められている。
こうした多様な関わりを生み出す保育実践の

一つとして異年齢保育が注目されている。異年
齢保育について、秋田（２０１９）の保育学用語辞
典では次のように説明されている。「異なる年
齢の子どもたちで一つのクラスや活動を構成す
る保育形態。同一年齢でクラスを構成する年齢
別保育（横割り保育）に対して、縦割り保育と
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もいう。」とあり、年齢別保育と対照的な「保
育形態」として異年齢保育が説明されている。
一言に異年齢保育といってもその実施形態は

年齢別保育と比較して多様で、例えばクラス編
成においても「３・４・５歳児」、「１・２・
３・４・５」歳児、「４・５歳児」など、実施
園によって様々である。これらの実施形態に加
えて、宮里（２００１）は、異年齢保育を始めたきっ
かけをもとに２つの類型に分類している。１つ
は異年齢保育に積極的な教育的な意義を求め、
異年齢保育でクラス編成や活動を行う「理念的
異年齢保育」と、もう１つは人口が少ない地域
や過疎地のように子どもの数が少なく、年齢別
ではクラス編成が難しいため、やむをえず異年
齢でクラス編成や活動を行う「条件的異年齢保
育」に分類している。このように異年齢保育を
始めたきっかけや、異年齢保育に期待するもの
などは、実施園により多様で、それぞれの園ご
とに豊かな実践知が蓄積されている。ここで得
られるものは、「異年齢保育で何が育つか」と
いう異年齢保育の教育的意義を明らかにする上
で大きな知見となると考える。
近年、異年齢保育に関する実践や研究は数多

く報告されており、島田（２０１０）では、異年齢
保育の教育的意義として、先行研究を概観しな
がら、以下の３点に要約した。第１に、子ども
同士のタテ・ヨコの豊かなかかわりができるこ
とである。仲野・後藤（２００２）でも異年齢児間
の関わりによって、年齢の枠にとらわれずに誰
でも気軽に声をかけられるようになることを明
らかにし、お互いがありのままを認め「共に生
きる」ことの重要性について言及している。第
２に、個々の子どもの拠点となる場所や居場所
がひろがることである。第１の教育的意義にも
共通するが、異年齢で生活することで年齢に関
係なく、子どもたちが自由に他者との関わりを
広げ、深められることも異年齢保育の魅力だと
言える。第３に、多様な仲間関係と多面的な友
人選択により、年長児には年少児へのいたわり
と思いやり、さらにはリーダーシップを育て、
年少児にはモデリングによる学習や年長児の言
動が成長への手本となることである。

これらの教育的意義に加えて、島田（２０１６）
では、異年齢保育実践の観察記録の分析によっ
て、異年齢保育において何が育つのか検証し
た。観察を開始した４月当初では４歳児と３歳
児の関係は、衣服の着脱の手伝いや、泣いてい
る３歳児に対して声をかけるなどの「世話す
る―世話される」関係、「教える―教えられる」
関係が中心だったが、８月頃になると「砂場で
水を流して遊ぶ」という同じ目的、イメージを
共有しながら、年齢に関係なくお互いに自分た
ちの要求を出し合いながら遊ぶなどの「横並び
の関係」が見られるようになった。
また島田（２０１８）では、年長児が異年齢保育

による生活をすることで、年少児へ自分の思い
をわかりやすく伝えるために工夫している姿が
見られ、「年齢の差」があるからこそ生じやす
い育ちがあるのではないかということが示唆さ
れた。
これらの先行研究をもとに本研究では異年齢

保育の教育的意義を以下の２点に大別した。年
長児、年少児間の「憧れる―憧れられる」関係、
「世話する―世話される」関係、年齢差がある
からこそ生じる葛藤や課題を乗り越える過程に
ある育ちなどの「年齢の差を生かした育ち」と、
年齢という枠がなくなるからこそ育まれる多様
な人間関係や子どもの居場所の広がり、年齢に
関係なく自分たちの要求を出し合える横並びの
関係などの「年齢の枠を越えた育ち」に大別さ
れるのではないかと考える。
そこで本研究では、異年齢保育によって育つ

ものとして「年齢の差を生かした育ち」と「年
齢の枠を越えた育ち」を仮説とし、異年齢保育
を実践している園が異年齢保育にどのような子
どもの育ちを期待して実践しているのか、質問
紙調査を用いて検証する。
また、質問紙調査から得られた回答をもと

に、異年齢保育の現状と課題を把握し、統計的
に分析していく。
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３・４・５歳児 ３６％

２・３・４・５歳児 ８％

１・２・３・４・５歳児 ３％

３・４歳児 ４％

４・５歳児 ２４％

その他 ２４％

表２．異年齢保育のクラス編成

Ⅱ．方法

１．調査方法、研究協力園、調査手続き
２０２０年９月より、大分県内の保育所、幼稚
園、認定こども園４７９園へ質問紙調査を行い、
有効回答数は３０３部、有効回答率は６３％であった。
なお本調査では、研究の目的、調査から得ら

れた情報を本研究以外では使用しないこと、個
人情報の取り扱いについては十分配慮すること
を研究依頼文へ明記した。回答は無記名で行
い、園が特定されないように配慮した。分析
は、SPSS ver．２７を用いて、クロス集計および
χ２検定を行った。

２．質問紙の構成
質問項目は研究協力園の属性（施設種、所在

市町村、園児数）、園の教育・保育方針、異年
齢保育の実施状況（異年齢保育を始めたきっか
け、期待する子どもの育ち、異年齢保育の課
題）、園生活の１日の流れで構成されており、
それぞれ選択式で回答する質問を設定した。な
お、園の教育・保育方針に関する質問について
は、ベネッセ教育総合研究所（２０１９）が行った
第３回幼児教育・保育についての基本調査を参
照し、質問項目を作成した。

Ⅲ．結果と考察

本研究では質問紙調査の結果から、異年齢保
育の実施状況や、今後の展望について分析し、
考察を行った。

１．異年齢保育の実施状況
⑴ 異年齢保育の実施状況の全体像
異年齢保育の実施状況について表１に示す。

クラス編成から異年齢保育を実施している園が
１０６園で３５％、活動によって異年齢保育を部分
的に実施している園が１４７園で４８％であった。
この結果から８３％の園が異年齢保育を実施して
いることになり、異年齢保育への関心の高さが
うかがえる。

「実施している」と回答した１０６園のクラス
編成について表２に示す。
クラス編成は「３・４・５歳児」が３６％と最

も高く、続いて「４・５歳児」が２４％であった。
なお、複数回答があったものは「その他」とし
ている。「３・４・５歳児」のクラス編成が最
も高くなった要因として、後述もするが、異年
齢保育の課題として、実践している多くの園が
「年齢別の活動や発達の保障」「保育計画の作
成」を回答している。２０１８年度の保育所保育指
針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領が
改定（改訂）され、第２章保育の内容が、「乳
児」「１歳以上３歳未満児」「３歳以上児」の年
齢により区分された。子どもたちの活動や発達
の保障と、異年齢保育を両立するクラス編成と
して保育内容が同じ区分である「３・４・５歳
児」が取り入れられているのではないかと考え
る。

⑵ 施設種ごとの実施状況
次に保育所、幼稚園、認定こども園などの施

設種ごとの異年齢保育の実施状況を表３に示
す。
異年齢保育を「実施している」、「部分的に実

施している」と回答した園は、保育所がともに
４５％、認定こども園が３１％、６０％と高い傾向が
見られた。一方で幼稚園では実施していない割
合として４６％と、他の施設種と比較して高い傾

実施している ３５％

実施していない １７％

部分的に実施している ４８％

実施していないが検討している ０％

表１．異年齢保育の実施
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向が見られた。この結果の要因として、２０１８年
改定（改訂）の保育所保育指針、幼稚園教育要
領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領か
ら分析すると、保育所保育指針、幼保連携型認
定こども園教育・保育要領には異年齢保育の指
導計画の作成に関して次のように記載されてい
る。「異年齢で構成される組やグループでの保
育においては、一人一人の子どもの生活や経
験、発達過程などを把握し、適切な援助や環境
構成ができるよう配慮すること。」とあり、保
育所、認定こども園では、乳児から生活してい
ることから異年齢間の関わりが増え、保育計画
においてこのような配慮が求められている。子
どもの年齢の幅が大きいことも異年齢保育の実
施に影響を与えていると考えられる。
また大分県内の公立幼稚園が年長児クラスの

みの園が多く本質問紙調査では、生活している
子どもの年齢の幅を尋ねていなかった。今後、

施設種ごとの実施状況を調査する際の検討課題
となる。

２．異年齢保育の教育的意義
⑴ 教育・保育方針
研究協力園の教育・保育方針と異年齢保育の

実施状況について表４に示す。
研究協力園全体において回答割合が高い項目

として、「基本的な生活習慣を身につけること」
が４６％、「友だちを大事にし、仲良く協力する
こと」が４１％、「のびのび遊ぶこと」が３９％と
いう結果となった。
さらに異年齢保育を実施している園と実施し

ていない園において、項目ごとにカイ二乗検定
を行ったところ、「友だちを大事にし、仲良く
協力すること」にのみ１％水準で有意差がみら
れた。（χ２＝１０．１７６，df＝１，p＝．００１）年齢差
がある異年齢保育では、遊びや生活の中で課題

実施している 実施していない 部分的に実施している

園数 割合 園数 割合 園数 割合

保育所 ５７ ４５％ １３ １０％ ５６ ４４％

幼稚園 １０ １８％ ２６ ４６％ ２１ ３６％

認定こども園 ３９ ３２％ １１ ９％ ７０ ５８％

番号 項目
園数 割合 園数 割合 園数 割合 園数 割合

全体 実施している 実施していない 部分的に実施している

１ のびのびと遊ぶこと １１９ ３９％ ３５ ３３％ ２０ ４０％ ６４ ４３％

２ 基本的な生活習慣を身に付けること １４０ ４６％ ４７ ４４％ １８ ３６％ ７５ ５４％

３ 文字や数を学習すること ０ ０％ ０ ０％ ０ ０％ ０ ０％

４ 自分らしく安心して生活できること ５７ １８％ ２４ ２２％ １１ ２２％ ２２ １４％

５ 友だちを大事にし、仲良く協力すること １２６ ４１％ ３５ ３３％ ３０ ６０％ ６１ ４１％

６ 国際感覚を養い、外国語に親しむこと ４ １％ １ １％ １ ２％ ２ １％

７ 考える力を養うこと １０８ ３５％ ４０ ３７％ １９ ３８％ ４９ ３３％

８ 粘り強く挑戦すること ２８ ９％ ７ ６％ ５ １０％ １６ １０％

９ 豊かな情操や感性を育むこと １１０ ３６％ ４１ ３８％ １７ ３４％ ５２ ３４％

１０ 人への思いやりをもつこと １０６ ３４％ ４１ ３８％ １４ ２８％ ５１ ３４％

１１ 礼儀作法を身に付けること ３ １％ ２ ２％ １ ２％ ０ ０％

１２ 遊びの中でいろいろなものに興味を持つこと ９７ ３２％ ４１ ３９％ １１ ２２％ ４５ ３０％

表３．施設種ごとの異年齢保育の実施状況

表４．園の教育・保育方針と異年齢保育の実施状況

※当てはまるものを３つ回答（複数回答）
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や葛藤、困難さが生じやすい。そのため、友だ
ちと共通の目的に向かって、試行錯誤しながら
協力していくためには、より深い対話が求めら
れる。ここに「年齢の差を生かした育ち」があ
るとした仮説は支持されなかった。また、「人
への思いやりをもつこと」では異年齢保育の実
施状況において有意差はみられなかった。（χ２

＝１．６９７，df＝１，p＝０．１９３）

⑵ 異年齢保育を始めた要因
異年齢保育を始めた要因について表５に示

す。
「異年齢保育に教育的な意義を感じたため」

と回答した割合が５９％と最も高かった。これは
宮里（２００１）がいう「理念的異年齢保育」とし
て実施している園であり、より積極的に異年齢
保育の教育的な意義や効果を期待して、実践し
ている園が多いことを示している。一方で「条
件的異年齢保育」として始めた「少子化等によ
り年齢別の編成が難しくなったため」と回答し
た園は１４％であった。

⑶ 異年齢保育に期待する子どもの育ち
異年齢保育に期待する子どもの育ちについて

表６に示す。この質問項目は先行研究によって
示唆された異年齢保育の教育的な意義をもとに
作成しており、仮説とした「年齢の差を生かし
た育ち」と「年齢の枠を越えた育ち」について
検証する。
異年齢保育を実施している、部分的に実施し

ている２５３園の中で、５９％の園が「異年齢保育
に教育的な意義を感じたため」と回答している。
異年齢保育に期待する子どもの育ちとして「憧
れからの挑戦や模倣」の７０％、「他者への思い
やり」の６６％、「教える―教えてもらう体験」、
「多様性を認め合う仲間関係の形成」の４９％の
順で高い結果が得られた。一方で回答の割合が
低かった項目として「年齢に関係なくありのま
まの自分を表現すること」「年齢を越えた対等
な関係による協同性」「異年齢間による葛藤や
つまずき」があげられ、多様な仲間関係の形成
以外の「年齢の枠を越えた育ち」は支持されな
かった。

番号 項目 園数 割合

１ 異年齢保育に教育的な意義を感じたため １４８ ５９％

２ 少子化等により年齢別の編成が難しくなったため ３６ １４％

３ 保育者間の連携や職員配置の改善のため ３４ １３％

４ 保護者からの要望があったため １ ０％

５ その他 ３４ １３％

番号 項目 園数 割合

１ 他者への思いやり １６７ ６６％

２ 憧れからの挑戦や模倣 １７６ ７０％

３ 多様性を認め合う仲間関係の形成 １２５ ４９％

４ 異年齢間による葛藤やつまずき １３ ５％

５ 年齢に関係なくありのままの自分を表現すること ２９ １１％

６ 年齢を越えた対等な関係による協同性 ３６ １４％

７ 異年齢間で受け入れられる安心感・自信 ７２ ２８％

８ 教える―教えてもらう体験 １２７ ４９％

９ その他 ５ ２％

表５．異年齢保育を始めた要因

表６．異年齢保育に期待する子どもの育ち

※当てはまるものを３つ回答（複数回答）
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これらの結果から、異年齢保育の教育的意義
の傾向として「年齢の差を生かした育ち」の憧
れや模倣、思いやりがより支持されていること
が明らかとなった。

３．異年齢保育の課題
異年齢保育を実施している園、部分的に実施

している園２５３園の異年齢保育を実施する上で
課題と感じている項目を表７に示す。「年齢別
の活動や発達の保障」が６６％、「保育計画の作
成」が５９％と高かった。
子ども一人ひとりの発達において、より多様

性のある異年齢保育では、それぞれの年齢や発
達段階に応じた活動や保育計画を作成するなど
異年齢保育と年齢別の発達の保障の両立に課題
を感じている園が多い結果となった。
一方で「年少児の年長児への依存的傾向」

「年長児から年少児への威圧的傾向」「異年齢
児間の遠慮や萎縮」などの子ども同士の関係性
に関する項目は割合が低い結果となった。

Ⅳ．総合考察

本研究では、大分県内における保育所、幼稚
園、認定こども園へ質問紙調査を行うことで、
異年齢保育の実態把握と先行研究より得られた
異年齢保育の教育的意義について検証すること
を試みた。
異年齢保育をクラス編成から実施している園

と好きな遊びの時間など、部分的に実施してい

る園と合わせ研究協力園の８３％が異年齢保育を
実施していることが明らかとなった。また異年
齢保育を始めたきっかけとして多くの園が「異
年齢保育に教育的な意義を感じたため」と回答
しており、今日の異年齢保育への関心の高さが
明らかとなった。
また、異年齢保育における課題として、年齢

別の発達や活動の保障、保育計画の作成など異
年齢保育と各年齢の発達との両立に困難さを感
じていることが示唆された。今日の幼児教育で
はやはり年齢別保育が前提となっており、年齢
ごとの発達を保障した上で、異年齢間による子
ども同士の関わりで育まれやすい「年齢の差を
生かした育ち」である「思いやり」や「憧れ」
などを期待していることが窺える。
一方で本研究において「年齢の差を生かした

育ち」として仮説した「年齢差から生じる葛藤
や課題を乗り越える過程にある育ち」は支持さ
れなかった。「友だちを大事にし、仲良く協力
すること」を教育・保育方針としている園では、
異年齢保育を実施していない園が多く、やはり
同年齢による比較的発達差が小さい関係の方
が、子どもたちが協力していく上で、お互いの
要求を出し合い、受け止め合いやすく、保育者
の援助や環境構成も行いやすいことが結果の要
因として考えられる。
これらの分析結果と、異年齢保育を「部分的

に実施している」園が多かったことからも、子
ども一人ひとりの発達を保障していくことと、
異年齢保育に期待される育ちを両立していくた

番号 項目 園数 割合
１ 年齢別の活動や発達の保障 １６８ ６６％
２ 同年齢間による競い合いなどの不足 ６９ ２７％
３ 年少児の年長児への依存的傾向 ２１ ８％
４ 年長児から年少児への威圧的傾向 ２２ ８％
５ 異年齢児間の遠慮や萎縮 ３４ １３％
６ 保育計画の作成 １５０ ５９％
７ 保育者間の情報共有 ９０ ３５％
８ 保護者からの理解 ３９ １５％
９ その他 ３３ １３％

表７．異年齢保育における課題

※当てはまるものを３つ回答（複数回答）
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めには、保育を計画する際に、そのねらいや活
動に応じた「保育形態」として「異年齢保育」
と「年齢別保育」を柔軟に選択していくことも
異年齢保育の実践において重要な視点だという
ことが明らかとなった。
今後の展望として、本研究では支持されな

かった「年齢の枠を越えた育ち」や年齢差によっ
て生じる課題や困難さが持つ教育的意義につい
て引き続き検討していく。異年齢保育を実施し
ている園、または部分的に実施している園にお
ける、子どもの観察記録に基づく分析や、保育
者へのインタビューを通して質的に分析・考察
を行いたい。
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